
報道関係者各位

特定非営利活動法人ドットジェイピー

NPO法人ドットジェイピー（以下、ドットジェイピー）は、『若年投票率の向上』を目的に、議員事務所や官公庁にて
政策立案過程や行政について就業体験を積む「インターンシッププログラム」（議員・首長インターンシップ）を、
学生を対象に提供しております。
この度、ドットジェイピーでは、「参議院選挙」について、若者の意識を調査するため、全国８９５名の学生に
アンケート調査を実施しました。その結果をここにお伝えします。

（さらに詳しいデータをお求めの方は、次のお問い合わせ先までご連絡ください。
⇒ 広報担当 三枝真波 080-3985-4081 manami_3eda@yahoo.co.jp ）

2010年７月吉日

■調査概要

【対象】 大学生を含む全国の若年層人口（18歳～25歳） ８９５名

【期間】 2010年７月１１日～７月１２日

【調査目的】 政権交代後、初の国政選挙に若者がどのような意識で臨んだのか調査するため。

【調査方法】 ＷＥＢアンケート （弊団体学生スタッフの配信） 紙媒体アンケート （弊団体学生スタッフが回収）

■調査対象報告

895名の学生に参議院選挙に関する意識調査アンケートを実施

若者が参議院選挙で最も重視した点は「政策」
低い若年投票率。若者が選挙に行かなかった理由とは？

◆学年別◆文理別

◆学校別 ◆男女別

mailto:example-mail@yahoo.co.jp


■調査結果報告

選挙に行かなかった人に、「行かなかった理由」質問した。【日程が合わなかった】という回答が43％と最も多かった。

【インターネットでの投票が可能になること】を求める声が多かった。

選挙に行った人に、「投票で重視した点」を質問した。【政策】という回答が33％と最も多くかった。

また、【政策】と答えた人に「何の政策を参考にしたか」質問したところ、【景気回復】が28％と最も多く、

若者も景気の悪さを実感していることが伺える。

１、 投票で重視した点

２、選挙に行かなかった理由

３、これからの日本に期待するか

「これからの日本に期待しているか」という質問をした。【いいえ】という回答が最も多く39％を占め、

次いで【分からない】が34％、【はい】が27％という結果になった。

選択肢 集計

【Ａ】実績 27

【Ｂ】政治に対する姿勢 107

【Ｃ】政策 145

【Ｄ】政党 73

【Ｅ】知人・家族などの意見 32

【Ｆ】知名度 6

【Ｇ】人柄 21

【Ｈ】見た目 1

【Ｉ】なんとなく 19

【Ｊ】その他 13

総計 444

選択肢 集計

【Ａ】面倒だから 13

【Ｂ】政治に関心がないから 14

【Ｃ】自分が投票しても何も変わらないから 7

【Ｄ】投票したい候補者や政党がなかったから 21

【Ｅ】よく分からないから 10

【Ｆ】日程が合わなかったから 101

【Ｈ】その他 69

総計 235

選択肢 集計

【Ａ】はい 237

【Ｂ】いいえ 353

【Ｃ】分からない 305

総計 895

◆これからの日本に期待していますか？



■質問項目

問１．あなたの学年をお答え下さい。
【Ａ】学部１年【Ｂ】学部２年【Ｃ】学部３年
【Ｄ】学部４年以上【Ｅ】大学院生

問２．あなたの性別をお答えください。
【Ａ】男性【Ｂ】女性

問３．あなたの大学をお答え下さい。
【Ａ】国公立大学・４年制【Ｂ】私立大学・４年制
【Ｃ】専門学校・短期大学【Ｄ】大学院【Ｅ】その他

問４．あなたの学部をお答え下さい。
【Ａ】文系【Ｂ】理系

問5．選挙には行きましたか。
【Ａ】行った【Ｂ】行かなかった【Ｃ】選挙権を持っていない

問6．問1で「行った」と答えた方にお伺いします。選挙に行った
理由をお答え下さい。（当てはまるものを1つお選び下さい。）

【Ａ】自分の意見を政治に反映させたいと思ったから
【Ｂ】投票したいと思う候補者や政党があったから
【Ｃ】投票に行くのは国民の義務だから
【Ｄ】日程が合ったから【Ｅ】なんとなく【Ｆ】その他

問7．問1で「行った」と答えた方にお伺いします。投票で特に何を
重視しましたか。下記から１つお選びください。

【Ａ】実績【Ｂ】政治に対する姿勢【Ｃ】政策
【Ｄ】政党【Ｅ】知人・家族などの意見【Ｆ】知名度
【Ｇ】人柄 【Ｈ】見た目【Ｉ】なんとなく【Ｊ】その他

問8．問7で「【Ｃ】政策」と答えた方にお伺いします。具体的に
どのような政策を参考にしましたか。
下記から1つお選びください。

【Ａ】景気回復【Ｂ】消費税【Ｃ】事業仕分けなど無駄の削減
【Ｄ】普天間問題【Ｅ】政治とカネ【Ｆ】外国人参政権【Ｇ】その他

▼NPO法人ドットジェイピー http://www.dot-jp.or.jp
本部 東京都港区、理事長 佐藤大吾、1998年設立。
全国10支部にエリア展開し、大学生約200人が中心となって
「若年投票率の向上」を目的に活動するNPO法人。
学生を対象に議員事務所や官公庁にて、政策立案過程や行政について
就業体験を積む「議員インターンシッププログラム」を提供する。
春期（2月～3月）と夏期（8月～9月）の年2回開催しており、
これまでにのべ3916の議員事務所と9979名の学生が参加。
また、「Yahoo!みんなの政治」（http://seiji.yahoo.co.jp/）
「楽天LOVE JAPAN」（http://seiji.rakuten.co.jp/）への議員・議案情報提供や、
コミック「タネダミキオでございます」（新潮社）の監修など、活動は多岐に及ぶ。
（以上、2010年4月1日時点）

問9．問1で「行かなかった」と答えた方にお伺いします。
選挙に行かなかった理由をお答え下さい。

（当てはまるものを1つお選び下さい。）
【Ａ】面倒だから【Ｂ】政治に関心がないから
【Ｃ】自分が投票しても何も変わらないから
【Ｄ】投票したい候補者や政党がなかったから
【Ｅ】よく分からないから【Ｆ】日程が合わなかったから
【Ｇ】選挙があるのを知らなかったから【Ｈ】その他

問10．問1で「行かなかった」と答えた方にお伺いします。
以下の選択肢で、実現されれば選挙に行くと思える内容を
1つ選んで下さい。

【Ａ】投票したいと思える候補者や政党の存在
【Ｂ】政治が分かりやすくなること
【Ｃ】投票日や時間の延長
【Ｄ】ショッピングセンターなど、投票所以外で投票が可能
【Ｅ】インターネットでの投票が可能
【Ｆ】立候補者と直接話せる機会の存在
【Ｇ】投票の義務化【Ｈ】その他

問11．問1で「選挙権を持っていない」と答えた方にお伺いします。
今回の参議院選挙で投票したかったと思いましたか？

【Ａ】投票したかった【Ｂ】投票したいとは思わなかった
【Ｃ】特に何とも思わなかった

問12．どこから主に選挙の情報を得ていましたか。
最も参考にしていたものを1つ選んでください。

【Ａ】テレビ【Ｂ】新聞【Ｃ】雑誌【Ｄ】インターネット（携帯）
【Ｅ】インターネット（パソコン）【Ｆ】ラジオ
【Ｇ】周囲からの話【Ｈ】街頭演説やビラ、ポスターなど

問13．選挙を終えたこれからの日本に、期待をしていますか？
【Ａ】はい【Ｂ】いいえ【Ｃ】分からない

問14．その理由をお答えください。（自由記述）
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